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るだろう。また、シューマンの死後、ヨハネス・ブラームス Johannes Brahms (1833-1897) に
よって出版された「遺作」によって、この問題はさらに複雑化していた。しかし、「遺作」を含
め複数の版が存在することで、５つの改訂作品の中で最も各ピアニストによって演奏される版の
相違が反映される作品とも言える。 
このように５つの作品それぞれの版選択の傾向と版の混合スタイルは異なり、ピアニストの版
選択には複数の要因が影響していることが明らかになった。演奏者の意思決定については、初版
と改訂版との間にある美学的な優劣の議論に基づく場合もあれば、個々の作品の受容史における
偶然の事情の結果によると考えられることもある。初版、または改訂版を作者の「最終的な意図」
として判断し評価した場合、厳密な形でどちらか一方の版が演奏されることになる。反対に、全
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ての版や稿を平等に扱い演奏者が自由に作品に介入することを肯定した場合、版の混合は積極的
に行われる可能性が高まる。その顕著な例が、出版された版を選択する行為を越えて、ピアニス
ト自身が自筆譜などの一次資料を用いて自分自身のオリジナルの版といえるものを演奏してい
るケースなどである。このような版の混合については、ピアニストが自らの意思で行なっている
ものもあるが、選択の根拠を示すことなく行われているものもある。また、版の混合に大きく影
響していたのが、改訂の規模に合わせた出版状況であった。Ossiaによって二つの版を同時に見
比べることができるため、演奏者の判断による混合が容易になり、部分的な採択が可能になった
のである。ピアニストは全体の構成を考慮して版を折衷し、演奏効果が期待できる箇所を都合よ
く演奏する傾向にある。このことは、作曲者の「最終的な意図」を示したものを超えて、ピアニ
ストが自由に作品に介入している現状を示している。これは、改訂版を演奏することが主流とな
っている現代において、シューマンの改訂ピアノ作品では、19世紀的な演奏の在り方が保持され
てきたといえる。 
現代のピアニストは、自分がこれまで触れてきた習慣に任せて版を選択するだけでは不十分で
あるように思えた。演奏者は無意識の習慣から解き放たれ、より主体的な選択することが必要な
時代にいることを自覚し、より開かれた作品解釈の可能性を追求するべきだろう。 
 
